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非言語性 IQ91.0 であった。Kanne らの結果で
は、IQ とVineland-II の相関は、コミュニケー









































































意欠如多動症や ASD でも OE に類似の特徴
を示す人や、知的ギフテッドと神経発達症の










Table 1. 過度激動（OE）の内容に関する一例（Bouchard, 2004 を参考に筆者作成） 





















































が低いと指摘されている（Janos et al., 1985）。 











































































±2.9 歳（4〜15 歳）で、性別比は男児 9 名、
女児 6 名であった。 
本研究では知的理解力の早期発達を示す指



























































 Table 2. 参加者のWISC-IV プロフィ
ールの平均と標準偏差（N =10） 
 FSIQ VCI PRI WMI PSI 
M 129.5 134.8 127.8 115.4 107.0 
SD 8.7 12.6 9.6 17.8 18.4 

















PSI と家事（r = .636）、ワーキングメモリ指標
（WMI）と地域生活（r = .659）、PSI と地域生
活（r = .690）で有意傾向な相関が見られた。 
また有意傾向であるが、WISC-IV のVCI と
コミュニケーション領域（r = .659）、および




















程度の正の相関を認めている（Spparow et al., 





















Table 3. WISC-IV 指標得点とVineland-II 領域得点の相関係数（N = 8） 
 FSIQ VCI PRI WMI PSI 
適応行動総合点 .524 .347 -.220 .144 .778* 
コミュニケーション .500 .659† .000 -.108 .539 
日常生活スキル .452 -.228 -.122 .467 .707* 
社会性 .310 .479 -.366 -.120 .659† 

































































が検討されている（Deoni et al., 2011）。 
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